
10．製作・架設関係

10．1　浮体橋梁の製作
　上部工およびポンツーンのいずれにっいても、製作実績のある材料を用いた一般的な

構造形式であれば、現在の製作技術および工場設備で製作可能と思われる。　ただし、

上部工およびポンツーンの形状・大きさによっては新たな工場設備、組立ヤード、ド

ツ

グを必要としたり、輸送・架設方法によっては搬出用岸壁などが必要となる。また新

素

材の使用に際しては、十分に検討した上で、新たな製作技術を確立する必要がある。

　浮体橋梁は、常に波浪などの影響を受けて動揺するため、地上に架設する橋梁以上に

疲労の影響を受けやすい。よって設計時はもちろん、製作時においても疲労への配慮を

十分に検討する必要がある。（溶接品質管理の徹底、溶接ビードの仕上げ等）

　浮体橋梁は常に海水の影響を受けるので、防食・耐水処置は重要であり、その品質管

理には特に配慮を払う必要がある。

10。2　浮体橋梁の輸送・架設

　　浮体橋梁の全体構造、部材の大きさ・形態、輸送・架設の条件を考慮し、輸送方法お

　よび架設工法の選定には、十分な検討が必要とされる。また、輸送制限・架設工法に

よ

　り浮体橋梁の構造が決定することもあるので、早い段階から施工計画を進める必要が

あ

　る。

10　2．1　輸送
　浮体橋梁の輸送は、その輸送形態によって大きく3種類に分けられる。

　以下にその輸送方法（例）、特長・問題点を挙げる。

表一10．2．1　輸送方法（例）
輸送形態 輸送方法（例） 特長・問題点

単部材

　桁
　脚
　ボンツーン

陸上を輸送
小型の台船に載せて曳航
そのまま浮かせて曳航

輸送回数が多く非効率的であるが、
輸送時の安定性はよい

部分組立

　桁を部分組立 複数の台船または大型台
船に載せて曳航

安定性の照査の他、複数台船時は桁
　　　　　　　　　　　　　　　一の支持方法の検討が必要
　　　　　　一　

層　 暫　 －　　冒　　　　　　　　　　　　一　 曹　　　　一　　　　　　　冒　　冒　　　　　　　　　　　　一　 嘘　 一　 ，　冒　 冒　 冒　ボンッゥ＋脚の部分組立

一　　一　　一　　一　　冒　　響　　－　　一

脚都もyツーン疋設晋後曵翫”…’
一　　一　 胃　 謄　 一　　一　 冒　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　－

　重心位置が比較的喬て要定怪め照蚕
　必要

ボン少ン＋脚＋桁の部分組立 桁の一部および脚をボンッ
ーンに固定後曳航

重りび位t置示庇「較的「高’て圃妻’是種fめ照査”’”

必要

大ブロック組立
　桁を大ブロック組立 複数の台船に載せて曳航 安定性の照査、桁の支持方法の検討

が必要
一　　一　　，　　，　　一　　冒　　冒　　冒　　一　　一

ボンッーン＋脚＋桁の大ブロフク

組立

すべての桁・脚をボンツーン

に固定後、曳航

重芯位置が高く「妻定性の照査巫要”曹””

桁直角方向は重心位置が高く安定性
の照査必要、曳航に多数のタグホ㌧トが
必要
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O輸送ルートの通行制限、通行可能量などを事前に調査しておく必要がある。

0曳航については曳航中の復元性、強度、運動（挙動）等の安全性についての照査が必

　要である。

O安定性照査は静的安定性以外にも、風や波浪、うねりの影響を考慮する。

O安定性の照査結果によっては、仮設の安定用フロートの設置や2列以上並列（仮固定）

　曳航などといった安定させる曳航方法の検討が必要である。

O重心位置が高い場合は、①主桁を低い位置に仮固定させる、②仮設のウエイトをホoンツ

　ーン上に載せる、③ホoンツーンに一部水を入れることにより重心を下げるなども考えられる。

皿．E－1　壷部材 ユ皿一3　部分弁且立

安定

二［皿一∈～　　音B分糸且立

安定

不安定 不安定

工∬⊇豆一4　大ブ日ック組立

安定 安定

1 I
l

1
1

不安定 安定

　　　　　　　　　TYPE－3、TYPE－4が安定すれば大きなブロックで運

　　　　　　　　　　（現場J口INT数が減らせる）

く安定させる方法の一例＞

1．回転を拘束するように架設用の浮体をつける。2。2台並べる。（輸送時、係留時

　　不安定　　　　　安定　　　　　　　　　　　　　女疋

3．曳航時は桁を低い位置に降ろしておき、現地でリフトアップする。

可能

図一10．2．1　輸送時・架設時の安定
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10．2．2　架設
　架設場所が水上ということから、浮体橋梁の架設はフローティングクレーン（FC）による架設

　がもっとも有効であると思われる。しかし架橋地・架設条件・架設段階によって、送

り

　出し架設・張り出し架設などの各種工法も適用が考えられる。

　以下に、輸送時の部材形態ごとに架設工法（例）、特長・問題点を挙げる。

表一10．2．2　架設工法（例）
部材形態 架設工法（例） 特長・問題点

単部材

　桁
　脚
　ボンッーン

FCによる架設
（仮設ウインチと仮設アンカーに

　て位置決め）

部分組立後の張り出し架
設（既設桁上先端から架設
桁をクレーンで吊り上げ）

部材が小さいので大型の架設機材
を必要としない

波浪によるFCの動揺
ボンッーンの動揺制御

橋脚形状によってはボンッーンとの仮固

定が必要
平面位置の精度とその確認

部分組立

　桁を部分組立
　ボンッゥ＋脚の部分組立
　ボンッーン＋脚＋桁の部分組立

FCによる架設
（単独または相吊り）

陸上から送り出し架設
橋脚部から張り出し架設
リフトア7フ。架設

単部材に比べ現場接合箇所が減少
F　Cの動揺と相吊りの場合のフ7ク荷重

鑓
ボンッーンの動揺制御

動揺や作業時の偏芯等による局部応
力の検討

大ブロック組立
　桁を大ブロック組立
　（現地陸上での大ブロ7ク組立
　も含む）
　ボンッーン＋脚＋桁の大ブロフク

　組立

FCによる架設（相吊り）
陸上からの送り出し架設

さらなる現場接合箇所の減少
F　Cの動揺と相吊りの場合のフ7ク荷重

鑓
ボンッーンの動揺制御

動揺や作業時の偏芯等による局部応
力の検討一

押
出
力 の検討と架設中の局部応力の
検討

○架設位置の測定および出来形管理、洋上接合部位置決めにはG　P　Sを導入することで

　3次元的に計測することが出来るが、波浪による浮体の動揺によって誤差が生じるお

　それがある。

O接合方法として、全断面溶接接合、HTB接合および引張ボルト接合などが考えられ

　る。いずれの接合方法の場合も引き寄せ設備・固定装置治具などで仮固定し、浮体の

　動揺への対策を施す必要がある。また溶接接合については、動揺している環境下で精

　度の良い溶接方法を確立する必要がある。

0引き寄せ設備・固定装置治具を開発し、仮接合時に作用する内力を明らかにする必要

　がある。
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